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縦径，突出度の 3項目の 3D 測定値と徒手測定値を比較することで，3D測定値の信頼性を検討し
た。2018年 1月から 9月に昭和大学病院形成外科で乳房再建術を予定した乳癌患者 45 名を対象











徒手測定値をもとに選択した SBI群と，3D 測定値により選択した SBI 群間で，実際に用いた SBI
の採用率や，患者満足度等のデータを比較検討する後続研究を考えており，追って報告する。今
回，われわれは，乳癌患者の乳房に対し，乳房切除前に徒手測定と 3D 測定の両方を行い，乳房
の横径，縦径，突出度の 3 つの測定値を比較し，3D 測定の信頼性を検討した。この結果，乳房
の横径，突出度に関しては，高い相関を認め，精度の高い回帰式を算出することができた。これ
により，3D測定は，ラウンド型 SBIのサイズ選択においては，徒手測定と同等の信頼性を持ち
得ると考えた。また，今後，画像解像度の向上により，乳房の縦径における 3D 測定値の精度が
高まれば，アナトミカル型 SBIの選択においても有用な測定手段となるものと考える。 
